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バリアブロック

プレキャスト化 事例紹介

令和 8年 1月 19日

県南広域振興局 様

岩手県コンクリート製品協会
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●概 要：
バリアブロックは、1.0m×1.0m×0.5mの１個当たり約１ｔのブロックを積み上げ、連結ピンにより全
体を一体化し、積み上げ方により様々な形状、高さにすることができる製品となっています。

●特 長：
実物大の重錘衝突実験を行い連結ピンによって全体が一体で外力に対して抵抗できることが確
認されたことにより崩壊土砂や落石等の大きな衝撃にも抵抗できる製品となっています。

連結ピンによる連結状況

●採用理由：
壁高が５Ｍを超え、土砂崩れの恐れのある地山となっており、想定される土圧が大きいため重力
式擁壁での設計となり工期短縮が可能なバリアブロックが採用となった。

多用途機能擁壁（バリアブロック）

（写真、図面、イラストなど）
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●製品開発経緯：
バリアブロックは、落石や崩壊土砂などの大きな外力がかかる現場でＬ型擁壁では対応することが
できない場合に使用する製品として開発されました。

●従来工法との比較：
従来工法では型枠職人が現場で木製または鋼製の型枠を組みコンクリート打設後、数日間の養生
期間を経て型枠を解体し完成しますが、バリアブロックでは型枠設置の作業がなくコンリートブロック
を並べ積上げることにより重力式擁壁が完成され作業効率化による工期短縮がはかれます。

●災害対策：
災害による落石や崩壊土砂に抵抗する待受擁壁や落石防護擁壁をバリアブロックで築造すること
により、土砂災害による対策製品として使用することができます。

多用途機能擁壁（バリアブロック）

多用途機能擁壁（バリアブロック）

製品は
①標準製品 ②１／２製品 ③１／４製品
④台座ブロック⑤上部製品 の５種類
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多用途機能擁壁（バリアブロック）

多用途機能擁壁（バリアブロック）
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多用途機能擁壁（バリアブロック）
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